
 

平成２９年度 事業計画（案） 
 

  公益社団法人千葉県獣医師会定款第２条に規定する目的を達成するため、定款第３条に規

定する事業として、平成２８年度において次に掲げる事業を実施する。 

 

 

公益目的事業 １：人と動物の共生する社会環境の健全な発展を目的とする事業 

  

  人と動物の共通感染症を予防し公衆衛生の向上を図り、また、動物の習性や正しい飼い方等を

啓発し、動物の愛護精神を高揚し人と動物が安心して暮らせる社会環境を整えて行くと共に、家

畜の伝染病等や食中毒等を予防し、安全・安心な畜産物を生産・流通させることにより、県民の

食生活の向上に寄与することを目的とし、次の事業を行う。 

 

１．公衆衛生の向上に関する事業 

   人と動物の共通感染症である狂犬病は、罹患した犬等に咬まれることにより人が感染し発症 

するとほぼ 100％死亡する大変恐ろしい病気である。 

   事業は、厚生労働省局長通知に基づき県・市町村・獣医師会が連携の基、的確に推進するた 

め獣医師会と市町村が契約し毎年 4月から 6月の間に各市町村における実施日時・場所を広 

報し、犬の飼養者の利便性を図り集合注射及び畜犬の登録を実施する。   

また、予防注射を受けた犬がアナフィラキシーに陥るなどの事故が発生した場合に、損害賠償 

も含めて適切に対処する。 

   人と動物の共通感染症については、獣医師会のＨＰに公開するとともに市民公開講座等を通 

じて予防対策の普及・啓発を図っていく。 

  

  【狂犬病予防定期集合注射事業：実施計画】 

年度 
委託契約締結 

市町村数 
注射計画頭数 従事獣医師委嘱数 

２９年度（計画） ５４ 
７３，０００頭 

（対前年計画比９４％） 
２９７名 

（参考） 

 ２８年度 
計画 ５４ 

７５，６９４頭 

（対計画比９７％） 
２９８名 

 

２．動物の保護活動事業 

   動物愛護・保護精神の醸成、犬猫殺処分ゼロの実現、傷病野生鳥獣や負傷動物の救護並び 

に動物福祉思想の啓発、福祉介護犬の健康管理と治療費軽減による社会福祉への貢献などの 

公益活動を推進する。 

 

（１） 動物愛護精神の啓発・不急推進事業 



動物愛護週間行事の一環として県や市町村・日本獣医師会・各地域獣医師会等が開催す

る動物フェアーに共催・協力し、動物のしつけ方や健康相談等を通じて動物の正しい飼い

方、保護管理等について啓発する。 

   【実施計画】 

行  事 内容等 

日獣「動物感謝デー」 出展 28年度は北九州市開催（11月） 

千葉県「なかよし動物フェスティバル」 後援・協賛 千葉県動物愛護センター（9月） 

千葉市「動物愛護フェスティバル」 共催・協賛 千葉ポートタワー＆ポートパーク（9月） 

柏市「なかよし動物フェスティバル」 共催 ららぽーと柏の葉（9月） 

船橋市「動物フェスティバル」 共催 ビビットスクェアー南船橋 

 

（２） 動物不妊・去勢手術助成事業 

ア） 不妊・去勢手術の一部助成事業：野良犬、野良猫や飼いきれなくなって処分される不幸

な動物をなくすため、犬や猫の不妊・去勢手術をする飼い主を公募し当選した人に利用券

を交付し、手術を受けた場合にその費用の一部を会員動物病院に助成し、飼い主の負担

を軽減することにより、不妊去勢の普及・浸透を促進する。 

   【実施計画】 

方法 計画頭数 備考 

公募・抽選 犬・猫合わせて８０５頭 
MC装着希望者優先 

応募総数：約2,000通見込み 

  ※1 １頭当たり助成額：5,000円 

※2 28年度まで （公財）千葉県動物保護管理協会から委託された 100頭（50万円）分は 29年度からは 

廃止され、全部本会財源で実施する。 

 

  イ）飼い主のいないねこ不妊去勢事業 

 （平成29年度対象外予定市町：千葉市、船橋市、柏市、鎌ヶ谷市、八千代市、市川市、浦安

市、松戸市、我孫子市、栄町、成田市）の地域を除くねこ活動に取り組む団体を対象に、千葉

県が「千葉県飼い主のいないねこ不妊去勢手術事業実施要領」に基づき実施する猫の不妊

去勢手術のみを本会が受託して実施することにより、みだりな繁殖を防止し、地域生活環境

の改善と公衆衛生の向上、人とねこの調和のとれた住みやすい街づくりに寄与する。２９年

度からは、従来の県動物愛護センター本所及び東葛飾支所館内に加え県南も対象となり、県

南地域分については本会動物病院で手術を実施することとなった。 

   【実施計画】 

獣医師会の業務 計画頭数 備 考 

千葉県動物愛護センター

本所及び東葛飾支所並び

に本会会員動物病院（県

南地域対象）において不

妊去勢施術 

地域猫  ７６頭 
・習志野／市川／松戸／野田エリア（２８頭） 

・印旛／香取／海匝／山武エリア（２４頭） 

・長生／夷隅／安房／君津／市原エリア（２４頭） 

施術担当 

県動物愛護センター・支所分

については東葛・印旛・京葉地

域獣医師会。 

県南地域分については該当す

る本会会員病院。 

 

 

   



（３） 傷病野生鳥獣救護事業 

県からの委託事業で、県民が保護した傷病野生鳥獣を治療し回復するまでの一定期間保 

護をすることを通じて、広く県民に鳥獣保護思想の普及・啓発を図る。 

  【実施計画】 

獣医師会の業務 計画頭数 備 考 

保護・搬入された傷病野

生鳥獣の応急処置 

負傷野生鳥獣 

  2,000,000円の範囲内 

指定獣医師 

 ７１病院、72名 

（４） 野生動物救護対策事業 

自然災害によって負傷した野生動物を治療保護し、社会福祉及び動物福祉の向上に寄与 

するため、治療・保護にかかわる費用は、県獣会員や一般市民等からの寄付金により助成 

する。  実施は随時対応。 

（５） 負傷動物救護事業 

飼養者不明な犬・猫等の動物が公共の場所で疾病に罹りあるいは負傷した場合、動物愛 

護センターに収容されるまでの間の救急診療を行った場合に、会員動物病院に対しその費用 

の一部を助成する。 

  【実施計画】 

業務内容 計画頭数 備 考 

保護・搬入された飼い主

不明動物の応急処置 

見込み件数 

   １００件 
全会員病院 

    ※1 １頭当たり助成額：5,000円（保護した人等の診療費用軽減：動物病院へ支出） 

（６） 福祉介護犬医療助成制度 

盲導犬等の介助犬の健康管理及び保持を目的とした 医療制度を設立し、診療費の一部

を助成し、専門家としての技術提供を行うことにより社会に貢献する。 

  【実施計画】 

事業内容 計画頭数 備 考 

盲導犬・聴導犬の健康診

断及び治療費助成 

見込み件数 

 ２０ 件 
全会員病院 

※  １件当たり治療費等上限額  治療費    45,000円 

                 健康診断   10,000円 

                狂犬病予防注射 2,950円 

（７）マイクロチップ普及推進事業 

逸走し保護された動物や被災動物等を迅速に特定し、飼い主に戻すなどにより、ノラ化を 

防止し、犬の適正管理・動物福祉の普及向上を目的として、マイクロチップの装着を推進する。 

  【実施計画】 

      犬猫不妊去勢手術助成事業応募者のうちＭＣ装着希望者：３５０頭見込み。 

 

（８）学校飼育動物指導事業：小学校等においての動物飼育に対し、正しい動物の飼い方の指導

等を行い、命の大切さ・動物愛護精神の醸成等に取り組む小学校等に協力・支援する。 

 

 

 

 

 



３．安全な畜産物及び食品の生産・流通に関する事業 

   産業動物の伝染病予防・診療・治療等の業務に携わる獣医師の獣医療技術の研鑽を図り､ 

 畜産農家の伝染病予防、家畜の衛生管理の向上、家畜の損耗防止等を指導することにより畜産 

 の振興並びに安全・安心な畜産物の生産・流通を図り、国民の食生活の向上に寄与するため 

次の事業を行う。 

 

（１） 畜産関係研修事業：県家畜保健衛生所及び農業共済組合等が行う産業動物獣医師研修会や

畜産農家への研修会等に助成し、畜産技術者の衛生技術の習得や畜産農家の経営安定に寄

与する。 

  【実施計画】 

対象活動 助成先 

家畜防疫普及啓発事業 公職農林部会 千葉県家畜衛生職員会 

共済連技術懇談会（講習会） 団体会社部会 千葉県農業共済組合連合会 

（２） 畜産振興事業：各地域で行われる畜産共進会に対し、会長賞を交付し、家畜の改良をつうじ

て、県内畜産の振興発展に寄与する。また、公益社団法人千葉県畜産協会が開催する畜産フ

ェアー事業に協力し、千葉県畜産物の消費拡大を図るとともに、畜産の発展に寄与する。 

  【実施計画】 

対象活動 支出先 

千葉県畜産フェアー 後援・協賛 千葉県畜産物消費拡大協議会 

県産牛肉消費拡大対策 負担金・協賛 チバザビーフ協議会 

馬事振興対策 負担金 （公社）千葉県畜産協会 

安房郡市乳牛共進会 協賛（副賞） 安房郡市農林業振興協議会 

千葉県乳牛共進会 協賛（副賞） 千葉県酪農農業協同組合連合会 

千葉県肉豚共進会 協賛（副賞） （公社）千葉県畜産協会 

（３） 獣医公衆衛生事業対策推進事業：保健所・食肉検査所に勤務する獣医師が、安全な畜産物及

び食品を流通させるための検査等が的確に行えるよう、その研究や調査・情報交換・研修等を

行っている協議会に助成する。 

    【実施計画】 

対象活動 助成先 

獣医公衆衛生対策 

公職衛生部会 千葉県食品衛生協議会 

公職衛生部会 千葉市食品衛生研究協議会 

公職衛生部会 千葉県食肉衛生検査所協議会 

 

  



４．人と動物の絆（ヒューマン・アニマル・ボンド）の確立を目指す事業 

人と動物の共生に関する保健衛生の向上、動物の愛護・福祉の増進並びに自然環境の保全を 

目的とした普及・啓発活動を行う。また、“Ｏne Ｗorld Ｏne Ｈealth ”理念の実践に向けて、 

  市民から専門家（学校教育関係者、動物看護師、獣医師等動物取扱関係者）に至る広範囲な職

種を対象とした保健衛生（人獣共通感染症の予防等）の向上、人と動物の愛護及び福祉（災害時

の動物救護、介助犬の保護等）並びに自然環境の保全（野生動物救護、傷病鳥獣の保護等）を目

的として公開講座、講習会・セミナーを開催する。 

 

 【実施計画】 

セミナー等名 回数 備考 

県獣セミナー ３回 学術感染症セミナー1回 

技術セミナー2回 

シリーズセミナー ２回 診断・治療技術の向上 

市民公開講座 １回 11月 

獣医師会「獣医学術年次大会」 １回 3月上旬 

従来の研究発表会と県獣学会を統合し、獣医

学術年次大会として開催（H27年度～） 

※県獣学会としては第４０回目 

（平成25年度は日獣年次大会開催県のため、県獣学 

会は開催せず。県獣学会開催から実質４１年目） 

日獣委託講習会 １回 未定 

開業部会ブロックセミナー ５回 中央・西部・東部・南部・北部各ブロック 

 

   ※参考：開業部会地域ブロック 

ブロック 地域獣医師会 

中央ブロック 千葉市獣医師会、京葉地域獣医師会、市原市獣医師会 

東部ブロック 長生地域獣医師会、山武地域獣医師会、海匝地域獣医師会 

西部ブロック 市川浦安地域獣医師会、東葛地域獣医師会 

南部ブロック 安房郡市獣医師会、夷隅地域獣医師会、かずさ地域獣医師会 

北部ブロック 香取地域獣医師会、印旛地域獣医師会 

  



公益目的事業 ２：学術の振興を目的とする事業 

 

１．学会の開催及び参加 

    小動物・産業動物・公衆衛生の各分野で働く獣医師が、日頃の業務をつうじて研究・調査した

事例等を学会の場に報告し、意見交換を行い技術の伝達・普及を図ることを目的として年 1回

開催する。また、他の団体等が主催する学会にも積極的に参加し技術の習得に努め、動物医

療技術の向上に努める。 

 

  【実施計画】 

開催・参加学会等 備  考 

千葉県獣医師会獣医学術年次大会の開催 ３月上旬 

関東・東京合同地区獣医学術学会・大会への参加 

                   （29年度：東京都獣医師会） 
９月下旬 

日本獣医師会獣医学術学会・年次大会への参加 

                   （29年度：大分県） 
２月下旬（大分県） 

 

 

 

  



収益を目的とする事業 

 

≪収益事業―１≫ 

 

 １ 獣医療証明書等販売収入 

 項  目 内   容 備 考 

購販売 １ 物品購販売収入 
① 予防接種証明書 

（Ａ）  

（Ｂ） ハガキ付 

② 動物用医薬品指示書  

③ 狂犬病予防接種済証  

④ 日本獣医師会生涯学習事業 

（ポイント取得） 

 

 

 ２ 施設等使用料 

 項  目 内   容 備 考 

使用料 １ 家賃 ① （公財）千葉県動物保護管理協会  

② 千葉市獣医師会  

③ 株式会社サンリツセルコバ検査センター 

 ラボラトリー 

 

２ 施設賃貸 県獣会館使用料等 会議室等 

 

 ３ 開業部会保険加入取扱手数料等 

 項  目 内   容 備 考 

手数料 ４ 保険事務取扱手数料 
賠償保険：損保ジャパン 

メットライフ生命 
事務受託 

配当金 ５ 配当金収入 開業部会保険事業配当（県獣掛け金負担分）  

 

 

  



その他の事業  

 

  開業部会相互扶助等活動事業 

  

   開業部会の円滑な運営、正会員の相互扶助及び親睦等を目的として次の事業を実施する。 

 

事  業 内  容 備 考 

１. 親睦事業 
開業部会会員相互の親睦・融和を図り、組織の充実と

獣医療の向上を図る。 

 

２. 獣医事対策事業 
獣医事に係る諸問題を検討し、獣医事倫理の向上と

良質かつ高度な獣医療提供体制の充実を図る。 

 

３. 厚生事業 
開業部会会員の福祉の向上並び動物福祉の向上を

図る。 

 

４. 学術奨励事業 
獣医学の向上と獣医療技術の研鑽を図るため獣医学

術学会等への開業部会会員の参加を奨励する。 

 

５. 保険事業 

日本獣医師会福祉共済事業の獣医師賠償責任保険

及び団体保険への加入を促進し、開業部会会員の共

済基盤を強化する。 

 

６. 慶弔事業 開業部会会員及び家族等の慶弔を行う。  

７. その他事業 
その他開業部会会員の相互扶助等の充実に必要な

事業を行う。 

 

     ※ 27年度まで県獣が掛け金を負担していた日本獣医師会「総合福祉生命共済事業」（団

体生命保険）については、平成 28年度から県獣の掛け金負担は廃止した。 

 

 

 

 

 

 

 

 


